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の

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

な
が
は
ま

「
海
の
祭
典
」
が
、
今
年
も
盛
り
だ
く

さ
ん
な
企
画
で
、
四
日
(
土
)
・
五
日
(
日
)

の
二
日
間
、
町
民
の
広
場
・
長
浜
海
水

浴
場
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
四
日
は
、
長
浜
音
頭
踊
り
大
会

や
出
屈
が
並
び
、
今
年
か
ら
新
し
く
加

わ
っ
た
、
若
者
の
バ
ン
ド
演
奏
に
よ
る

「
サ
ン
ド
(
砂
了
オ
ブ
・
ミ
ュ

l
ジ
ツ

ク
」
や
踊
り
大
会
の
「
長
浜
ょ
い
と
こ
」

な
ど
で
ス
タ
ー
ト
。
五
日
に
は
、

上よ手

三豆

ま
き
」
、
「
砂
の
彫
刻
展
」
、
「
長
浜
沖
遊

覧
」
、
「
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
な
ど
楽

し
く
・
充
実
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
長

浜
の
夏
を
最
高
潮
に
盛
り
上
げ
た
。

(
表
彰
、
内
零
に
つ
い
て
は
、

9
月
号
に
掲
載
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。第二回定例会・・ ・・・ ー・ー ...........2 

0議会・年金・文芸......…・・・・目.......3

。ルポー季節の話題一......一…...........4

0一歳です・まちっくり・ ・・・ ーー 5

。募集・長浜あらしー・・・ ・・ ・ ・6



2-

A-a翠璽璽彊翠醒蜜E
':z:;;" 踊間町一一一一一一…一一一一四四一一……一一議

土
地
改
良
事
業
費
や

町
道
新
設
改
具
費

一
融
会
計
補
正

平
成
一
一
年
度
一
般
会
計
に
、
一
億
七

千
同
百
五
十
四
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
問
十
-
一
億
凶
千
三
口
五
十

三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
衛
生
費
一
小
道
費
と
し
て
、
拓
海
地

域
内
の
配
本
設
備
改
良
に
伴
う
分
帖
工

事
と
テ
レ
メ
ー
タ
!
の
一
古
電
気
工
事
等
を

行
う
た
め
の
経
費
~
千
二
一
百
万
円
。

一
曲
属
林
水
産
業
費
一
県
単
士
地
改
良
工

事
請
負
費
ほ
か
一
一
-
千
一
一
千
百
七
十
問
万
七

千
円
。漁

港
建
技
官
一
と
し
て
出
海
漁
港
同
部

改
良
工
事
請
負
費
は
か
一

-AF--
一
行
仁
十

三
万
六
千
円
J

つ

一

J

J

I

{
土
木
費
一
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
柿
ノ
久
保
線
改
良
工
事
請
負
費
ほ

か
一
一
千
八
fH
十
ゐ
今
刀
刊

一 一一一

第2回定例会
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長
浜
町
議
会
第
一
一
同
定
例
会
が
、
六

月
十
一

H
か
ら
十
二
一
日
ま
で
の
会
期
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
同
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、
平
成
元
年
度
長
浜
町
水
道
・
工

河
川
改
良
費
と
し
て
昨
年
九
月
の
集

中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
、
土
居
川
河

川
施
設
の
復
旧
工
事
請
負
費
ほ
か
三
千

百
八
十
一
万
円
。

建
設
事
業
約
二

O
%

の

執

行

率

質
問
:
・
平
成
二
年
度
の
予
算
執
行
に
つ

い
て
(
什
高
照
友
議
員
)

答
弁
・
平
l

成
一
一
年
度
の
チ
算
執
行
に
つ

い
て
、
ま
ず
、
建
設
事
業
の
執
行
率
は
、

櫛
生
漁
港
修
築
事
業
等
が
主
な
も
の
で
、

五
月
三
十
一
日
現
存
で
約
一
一

O
M
m
の
執

行
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
予

算
に
計
上
で
き
な
か
っ
た
主
な
事
業
は
、

山
海
小
プ

l
ル
建
設
事
業
及
び
港
湾
等

県
営
工
事
負
担
金
等
が
あ
り
、
補
正
チ

算
の
計
上
時
期
に
つ
い
て
は
、
九
月
の

定
例
議
会
で
予
算
の
補
正
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ふ
る
さ
と
特
別
対
策
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
県
ヘ
事

業
計
画
主
聞
を
提
出
し
、
六
月
末
に
は
事

業
採
択
の
内
示
が
あ
る
予
定
で
、
建

設
事
業
の
最
終
予
算
規
模
は
約
十
億
円

に
な
る
見
込
で
あ
る
。

業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
、
平
成
二

年
度
長
浜
町
一
般
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
、
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
議
案
九
件
。
長
浜
町
土
地
開
発
公
社

及
び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
運
営
状
況

に
関
す
る
報
告
、
例
月
出
納
検
査
報
告

書
な
ど
議
会
報
告
案
件
八
件
で
、
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
議

提
、
議
報
告
書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し

た

河
辺
刑
ダ
ム
対
策

新

設

階

質
問
:
河
辺
川
ダ
ム
問
題
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

(
H
高
照
友
議
員
)

答
弁
・
-
-
類
似
事
例
地
の
ダ
ム
建
設
の
実

態
と
流
域
住
民
の
対
応
、
そ
の
後
の
状

況
な
ど
の
調
査
研
究
を
真
剣
に
時
間
を

か
け
勉
強
を
重
ね
て
い
る
。

-
方
、
医
長
会
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
な
ど
、
多
目
的
ダ
ム
建
設
並
び
に
取

水
計
両
に
は
反
対
で
あ
る
と
の
要
ヲ
が

山
さ
れ
、
ま
た
、
商
工
会
で
も
反
対
決

議
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
町
民
の
点
々
に
よ
っ

て
河
辺
川
ダ
ム
対
策
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
実
質
的
に
皆
さ
ん
の
総
意
を
反
映

す
る
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
も
の
と
浬

解
し
て
お
り
、
軽
率
に
は
結
論
を
山
山
さ

れ
な
い
よ
う
慎
重
に
対
処
し
て
項
き
た

つ
く
り
育
て
る

漁
場
の
整
備

質
問
・
:
農
林
漁
業
・
商
工
業
対
策
に
つ '̂' 

い
て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
:
・
か
ん
き
つ
再
編
計
画
と
減
反
跡

地
の
指
導
状
況
に
つ
い
て
は
、
三
ヵ
年

計
画
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

転
換
面
積
は
、
六
十
三
年
度
は
八
一
・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
元
年
度
は
二
ご
了

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
二
年
度
に
は
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
、
総
面
積
は
一
一

三

7
-
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
c

減
反
跡
地
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
の
閑
地
が
、
玄
地
条
件
の
悪
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
廃
園
・
植
林
で
八
六
・
一
一
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
残
り
の
一
一
二
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
-
野
菜
等
の
植
栽
を
農
協
及

び
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
と
一
体
と
な

っ
て
推
進
に
努
め
て
い
る
。

林
業
の
森
林
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
肱
川
の
岡
地
区
を
対
象
に
、
平

成
元
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
両
で
事
業
を

開
始
し
て
む
り
、
全
体
計
画
一
一

0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
平
成
元
年
度
で
-
一

一
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
林
・
除
間

伐
等
を
実
施
し
、
平
成
一
一
年
度
の
計
画

で
は
一
一
じ

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
肱
川
の
東
地
灰
で
は
平

成
二
年
度
か
ら
一
立
ヵ
年
計
嗣
で
対
象
面

積
約
一
八

O
O
へ
ク
タ

i
ル
を
予
定
し

て
お
り
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
調
査

業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ル
小
産
業
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
漁
場
整

備
開
発
事
業
、
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改

善
事
業
、
水
産
業
地
域
改
葬
対
策
事
業

等
を
軸
と
し
て
、
漁
業
の
生
産
基
盤
の

整
備
や
魚
貝
類
稚
魚
の
放
流
等
、
つ
く

り
育
て
る
漁
場
整
備
事
業
を
町
全
域
に

人
工
魚
礁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
フ
ロ
ッ
ク
一
-

メ
ー
ト
ル
角
型
八
九

O
個
、
ア
ワ
ビ
・

サ
ザ
エ
の
漁
場
と
し
て
、
築
い
そ
(
投

石
二
一
二

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
を
投
入

す
る
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
施
設
面
で

は、

A
7
坊
地
区
に
漁
具
補
修
の
た
め
の

共
同
作
業
所
を
計
画
し
て
お
り
、
十
一

月
頃
の
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
る
~

商
工
業
対
策
に
つ
い
て
、
当
町
に
と

っ
て
の
経
済
は
、
松
山
経
済
圏
と
大
洲

経
済
問
と
の
間
に
あ
っ
て
苦
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
大
き

な
市
場
を
近
隣
に
か
か
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
、
ソ

フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
の
提
供
を
す
れ
ば
、

白
ず
と
市
場
は
聞
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
自

然
を
生
か
し
た
整
備
事
業
を
強
力
に
し

か
も
早
急
に
推
進
し
、
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
し
い
余
暇
を
促
す

場
所
の
提
供

質
問
-
-
観
光
施
設
計
画
に
つ
い
て
(
岡

孝
志
議
員
)

答
弁
松
笠
海
水
浴
場
施
設
整
備
の
計
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画
は
な
い
か
に
つ
い
て
、
沖
浦
海
本
浴

場
を
中
心
と
し
て
、
観
光
客
の
誘
致
に

努
め
て
い
る
が
、
松
笠
海
岸
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
施
設
等
の
関

係
に
つ
い
て
十
分
見
極
め
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
号
え
て
い
る
。

白
滝
公
開
の
整
備
と
年
聞
を
通
し
て

の
観
光
地
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

守
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
、
白
滝
「
滝

め
ぐ
り
遊
歩
道
」
整
備
事
業
に
よ
り
、

実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
既
設
道
路
の

整
備
、
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
い
、

環
境
の
改
善
を
図
る
計
画
で
あ
る
。
年

聞
を
通
し
て
の
観
光
地
に
つ
い
て
は
、

公
園
が
民
有
地
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地

域
の
方
々
に
協
力
を
得
る
形
で
園
内
を

整
備
し
、
花
木
の
増
殖
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

出
石
土
守
の
道
路
の
全
線
改
良
期
間
に

つ
い
て
、
町
道
の
郷
ノ
峠
出
石
土
守
線
に

つ
い
て
は
、
道
路
構
造
令
に
基
づ
く
改

良
も
基
本
的
に
は
完
了
し
、
よ
り
機
能

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
一
一
次
改
築
を
同

部
的
に
行
っ
て
い
る
。
県
道
の
長
浜
保

内
線
に
つ
い
て
は
、
長
い
路
線
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
車
両
交
通
に
難
渋
を
強

い
て
い
る
箇
所
も
多
く
あ
る
が
、
補
助

事
業
の
大
幅
導
入
に
よ
る
早
期
整
備
に

つ
い
て
、
県
当
局
へ
、
-
層
働
き
か
け

て
み
る
。

水
族
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
第
三
次

開
発
事
業
の
中
で
、
生
活
環
境
施
設
と

し
て
規
模
内
容
と
も
に
、
教
育
・
観
光

の
両
面
か
ら
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た

施
設
を
建
設
し
た
い
計
画
が
あ
り
、
な

お
、
先
進
地
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
第
三
次
開
発

事
業
の
中
で
、
港
湾
施
設
・
都
市
機
能

施
設
等
の
施
設
を
合
め
、
さ
ら
に
、
調

査
、
研
究
を
進
め
平
急
に
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
に
対
す

る
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
と
観
光
及
び

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ
い
て
は
、
基
本
構

想
に
基
づ
く
長
浜
町
振
興
基
本
計
画
の

策
定
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
段
階

で
、
今
後
は
、
各
課
所
管
の
諸
計
画
等

を
収
拾
し
、
そ
れ
を
基
に
関
係
課
と
の

協
議
・
調
整
を
行
い
、
平
成
三
年
度
か

ら
、
五
ヵ
年
聞
の
振
興
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
観
光
に
つ
い
て
は
、

出
石
寺
及
び
白
滝
公
園
の
整
備
を
、
今

後
も
、
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
、
リ
ゾ

ー
ト
開
発
に
つ
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
〉
つ

く
り
対
策
事
業
を
導
入
し
、
「
小
浦
リ
バ

ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
」
、
「
肱
川
あ

ら
し
展
望
公
園
」
、
「
沖
浦
さ
く
ら
の
道
」

の
整
備
も
計
画
推
進
中
で
あ
り
、
平
成

四
年
に
は
各
施
設
整
備
が
完
成
し
、
町

民
の
方
々
の
創
造
的
生
活
体
験
や
健
康

増
進
等
、
新
し
い
も
小
暇
を
促
す
場
所
の

提
供
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

新

た

な首

長

を

質
問
:
-
第
二
期
日
の
町
政
相
当
に
つ
い

て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
任
期
満
了
に
伴
い
予
定
さ
れ
る

選
挙
に
再
出
馬
を
し
な
い
考
え
で
、
町

民
の
方
々
の
常
識
あ
る
判
断
に
、
新
た

な
首
長
に
町
政
を
む
願
い
し
た
い
。

任
期
中
、
第
三
次
開
発
事
業
の
拓
海

団
地
の
完
成
と
、
工
場
進
出
を
は
た
せ

た
こ
と
は
、
今
後
の
町
の
振
興
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
、

合
わ
せ
て
町
民
の
方
々
の
ご
協
力
ご
理

解
に
対
し
て
、
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。今

後
と
も
、
町
発
展
の
た
め
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
、
今

ま
で
同
線
、
行
政
議
会
中
心
に
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

町
発
展
、
目
的
達
成
の
た
め
に
、
自
ら

を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
を
考
え
た
と

こ
ろ
、
町
政
を
新
た
な
人
に
委
ね
、
私

は
別
な
立
場
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
す

る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た。
私
の
進
退
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
頂

き
、
同
時
に
残
さ
れ
た
任
期
の
責
任
を

ま
っ
と
う
す
べ
く
、
努
力
し
て
い
き
た

出
張
相
談
の
お
矢日
ら
せ

社
会
保
験

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
加
算
額
の
対
象
者
に
…

:
加
異
動
が
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
加
算
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
子
供
が
、
養
子
縁

組
、
死
亡
、
結
婚
な
ど
の
た
め
年
金
受

給
者
に
よ
る
生
計
維
持
関
係
が
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
屑
け
書
は
、
「
国
民
年
金
加

算
額
対
象
者
不
該
当
届
」
で
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
受
け

と
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
、
後
で
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
国
民
年
金
の

加
入
者
で
す
/

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
「
基

礎
年
金
」
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

農
業
や
漁
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
そ
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
も
、
だ
れ
も
が
国
民
年
金
に

加
入
し
て
「
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

正
し
い
届
け
出
と
保
険
料
を
納
め
る
こ

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
}
九
月
十
日
(
午
後
一
時
か

ら
午
後
四
時
)
マ
九
月
二
十
日
(
午
後

一
時
か
ら
四
時
)

{
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

と
が
必
要
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
自
営
業
の

方
は
、
自
分
自
身
の
年
金
を
守
る
た
め
、

加
入
の
届
け
を
し
て
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
今
す

ぐ
役
場
へ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
タ
イ
プ

O
第
一
号
被
保
険
者
:
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
自
常
業
な
ど
の
人
と
そ
の

配
偶
者

O
第
二
号
被
保
険
者
:
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

O
第
三
号
被
保
険
者
・
:
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

圏

直

晶

画

ー
柴
俳
句
グ
ル
ー
プ
ー

呑
む
人
の
無
き
十
薬
の
干
し
上
り

柴

中

年

栄

タ
丘
や
寄
り
添
う
よ
う
に
夫
婦
虹

徳

田

静

子

独
り
者
窓
も
聞
け
得
ぬ
熱
帯
夜

窪

美

恵

子

木
の
又
に
脱
き
捨
て
、
を
り
蛇
衣

坂

井

良

恵

野
良
帰
り
ぐ
っ
と
飲
み
干
す
冷
ビ

i
ル

清
水
よ
し
子

雄
大
な
阿
蘇
を
仰
い
で
か
き
氷

祈

荷

穏

1

1

i

1

 

冷
房
車
山
脈
ハ
イ
ウ
エ
ー
行
く

坂
井
喜
久
子

子
等
の
夢
叶
え
や
り
度
し
梅
雨
蚕
飼
う

林

定

子
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あ
こ
そ
か
な
神

事
の
あ
と
、
今
年
の

海
の
安
全
を
祈
っ

て
、
玉
串
を
海
に

奉
じ
た
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
ル
小
の

事
故
に
は
十
分
、
注

意
し
た
い
も
の
。

口口口口口口口口口口口口口口口口

暴走族追放 f

夏
の
無
事
故
を
祈
っ
て

i
海
開
き
安
全
祈
願
祭

i

毎
年
恒
例
の
長
浜
町
観
光
協
会
(
明
間
定
市
会
長
)
主
催

に
よ
る
、
海
開
き
安
全
祈
願
祭
が
沖
浦
海
木
浴
場
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
し
た
。

口

口

口

口

口

口

口

口

口
n 

ゴミいっぱい@花いっぱい!?

~交通安全折願祭~

六
月
二

卜
H
、
出

石
寺
で
交

通
安
全
祈

願
祭
が
行

わ
れ
、
関

係
者
約
四

卜
人
が
出

席
し
た
。

こ
れ
は
、

最
近
町
内

で
多
発
し
て
い
る
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご

う
と
い
う
も
の
で
、
祈
願
の
あ
と
、
住
職
の

講
話
、
座
談
会
な
ど
、
交
通
事
故
撲
滅
・
暴

走
族
追
放
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

(
暴
走
行
為
を
見
つ
け
た
ら
倉
一
一

O

委
へ
)

七
月
九
-
十
九
日
、

長
浜
中
で
は
、
自
然
と

風
上
に
恵
ま
れ
た
ふ
る

さ
と
長
浜
を
、
き
れ
い
・
住
み
良
い
環
境
に
し
よ
う
と
、
長
中
ふ

る
さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
た
。
沖
浦
海
水
浴
場
、
町
民
の

広
場
等
、
町
内
し
ハ
ヵ
所
の
プ
一
ミ
ひ
ろ
い
・
草
ひ
き
な
ど
の
作
業
を

行
い
、
ト
ラ
ッ
ク
四

台
分
の
ゴ
ミ
が
集
ま

コ
こ
O

J

ナ人ま
た
、
町
を
美
し

く
・
花
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
と
、
生
徒
会

美
化
委
員
会
が
作
り

育

て

た

サ

ル

ビ

ア

を

し

凹
十
の

0

フ
ラ
ン
タ

l
に
人
れ
、
長
浜
駅
、
役
場
前
、
長
一
点
郵
便
局
な

ど
に
設
置
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
、
「
き
れ
い
に
」
・
「
花

い
っ
ぱ
い
」
の
輸
を
広
げ
て
ほ
し
い
も
の
。

~長中クリーン作戦~

月 日 当直戻院 電話番号

8/26 門尾医院 52 --0202 

9/2 石村病 院 52 - 0275 

9/ 9 清水医院 52 - 2883 

9/15 米川医院 52 - 0165 

9/16 問問医院 52 - 0639 

[[診療]]救急患者の方のみ。
受付午前10:00~午後5:00

※原則として往診は致しません。

ン

ソ

冷
や
し
そ
う
め
ん
、
冷
や
や
っ
こ
、

刺
身
な
ど
の
名
わ
き
役
と
い
え
ば
、
シ

ソ
。
年
中
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
独
特

の
香
り
が
衰
え
が
ち
な
食
欲
を
か
き
た

て
、
夏
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

シ
ソ
の
原
産
地
は
中
国
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
昔
は

N

蘇
u

と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

H

よ
み
が
え
る
J

と
い
う

院医直当

こ
の
字
の
意
味
の
と
お
り
、
シ
ソ
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
薬
効
が
あ
り
ま
す
。
な
か

で
も
、
シ
ソ
の
香
り
の
成
分
、
シ
ソ
ア

ル
デ
ハ
イ
ド
を
誘
導
す
る
ア
ン
チ
オ
キ

シ
ム
が
持
つ
防
菌
の
効
能
は
、
生
魚
の

付
け
合
わ
せ
な
ど
、
広
く
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
栄
養
価
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
み
、
ビ
タ
ミ

ン
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
各
種
の
ビ

タ
ミ
ン
が
豊
富
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
一
度
に
た
く
さ
ん

食
べ
る
野
菜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

む
し
ん
こ
に
刻
み
こ
ん
だ
り
、
野
菜
サ

ラ
ダ
に
混
ぜ
る
な
ど
工
夫
し
て
、
で
き

る
だ
け
食
べ
る
機
会
を
多
く
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

み
そ
汁
の
み
そ
を
控
え
る
と
き
、
シ

ソ
の
葉
を
少
し
刻
ん
で
い
れ
る
と
、
も

の
足
り
な
さ
が
補
え
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
の
た
め
の
減
塩
食
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
か
ら
の

ま
ち
い
つ
く
り
叩

ふれあいコンサート
平#ヲ全Ell日ワ口(会場)

?吋bJHdご長浜高校体育館
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第
九
回

表

彰

最
優
秀
賞
に

長
引
保
育
所
と
も
し
び
ク
ラ
ブ * 米

と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ

三
十
周
年
記
念
研
修
大
会

、今出出
、、J
J
B

出ヤ

一
下
山
児
童
の
健
全
な
育
岐
を
凶
る
こ

{
一
存
一
日
的
、
と

L
て
、
七
月
十
目
、
県
民

文
化
会
飢
メ
イ
ン
小

i
ル
で
、
と
も
し

び
ほ
税
ク
プ
マ
一
一
十
周
年
記
念
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
り
長
浜
町
か
ら
も
、
数

多
く
の
公
民
が
参
加
し
、
長
以
保
育
所

と
十
)
び
ケ
一
ブ
フ
、
が
、
親
子
か
わ
ら
版

コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
人
質
し
ま
し
た
。

親
子
カ
わ
ら
版
コ
、

J

ク
ー
ル

一
最
優
官
一
長
浜
保
育
所
と
4
1
J
L

び
母

親
ク
弓
ブ
一
優
秀
一
白
河
似
育
所
ど

も
し
び
母
親
ケ
一
ブ
ブ
、
衛
生
と
も
し
び

母
親
ケ
ラ
ブ
一
佳
作
一
大
和
と
も

L

び
母
親
ケ
一
7

ブ

実
力
が
あ
り
、
す
く
れ
ス
ト
じ
な
っ
て
は
け
寸

J

ま
た
、
川
心
し
く
午
き
で
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
手

η

椎
也
ω

と

名

付

け

ま

し

た

の

一

)

現
在
、
好
否
心
が
旺
成
凡
な
の
で
、
非
な
つ
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
!
¥
い
つ
も
日
が
キ
ラ
キ
一
フ
輝
い

て
い
る
子
仁
、
育
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

K

れ宇
A
F生

[ ! 
正t2，
1; 

伊

三
島
出
張
所
が

安
局
で
閉
庁

松
山
地
方
法
務
何
管
内
伊
了
三
島
出

張
所
は
、
松
山
地
方
向
伊
予
三
島
支
同

と
し
て
川
同
庁
し
ま
し
た
。

な
れ
同
時
に
、
当
局
新
居
浜
出
張
所

で
取
り
扱
っ
て
き
た
別
子
山
村
の
登
記
・

供
託
事
務
、
川
之

μ
市
及
び
宇
摩
郡
の

一
い
籍
事
務
1
3
L
む
内
変
更
し
で
、

mFi

一
一
一
島
支
局
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た

J識すす-ヨシエチ⑮

福山雄也ち

山
る
さ
と
勢
土
下
e

萩
原

茂
伏
m

食ふみ をい 7 とンで 北 九と土り J巴とげる 「えと観
ベア三物そ張まもしとす J毎ごてもだ!てまわいか入手他では光 ι上
てんぷれっせのまス。道れしと物寸れうにのす人み、が
い(-)支はてんはしテ二のはた片同三でこわ Iiかのるいあ
る 分的 !、 観で 、た !の池問。っとかしミど金主ムたとつりく
冶た?出向光 L 観。キま!日遠 け旅にたがを引、め， ，たまり

ら ち 1:分資た光従をち町っ て鉱品三、出きよの工 Lミすの
で も 7!うた源が資来観はが で しの堂ら在日さっそも王[可。大
すそ芳ちに、泌こ光、いど ま や 士 い )tせけかの主だとげj

れとのし池とう資ワいま いるしが戸るてら」にろごな
をよ二作さ田いい涼イ例て がこ同あとか、くで立うろ聖書
飲!支っ巴町 し詰?が素
み正たずは瞬臨歯槽離蹴翻醤麟組 t:"_'，'-';_'と観 L4園陸部臨場弘E長年 f言帝京ヨ・掛町電車.2温・殴--~議諸団自 己は
じ、飲仁胸置llì'~軸竃'(t{ll先駆通酔噂単車型盤夏Z_~艶騨題 、与光

自
分
た
ち
が

自
極
限
で
き
ゐ

こ
と
が
大
場

訴
は
九
ょ
っ
と
古
く
な
り
ま
す
が
、

目
的
を
も
っ
て

さ
ら
に
努
力
す
る

観
光
存
が
増
え
で
き
た
宮
崎
県
は
、

さ
ら
に
勿
力
を
し
ま
し
た
。
「
一
一
度
も

ヂ
一
度
色
き
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
?
」

「
ヤ
ン
グ
層
、
そ
れ
か
ら
新
持
カ
ッ

プ
ル
ピ
キ
口
て
も
ら
い
た
い
・
・
」

自
分
た
ち
で
植
え
た
フ
ェ
ニ

y
ク

ス
の
結
に
加
え
、
海
岸
線
に
ハ
イ
ピ

手

岡

山

ー

町

国

与

、

λ

カ
ス
や
ポ
イ
ン

ま

ち

を

愛

す

る

、

も

か

そ

チ

ア

な

ど

の

花

お

蓄

を

呼

び

寄

せ

る

を

植

え

ま

し

l

l

i

-

-

そ

し

て

何

よ

り
h
地
元
の
人
た
ち
が
、
二
山
海
岸

線
の
美
し
さ
を
向
慢
仁
川
心
い
、
よ
そ

か
ら
く
る
お
客
さ
九
に
ハ
ー
ト
で
出
世

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す

n

観
光
地
に
山
か
け
る
と
、
ト
阜
の
窓

か
ら
ご
み
を
投
げ
拾
ず
に
や
光
景
に
ぶ

つ
か
り
ま
す
。
と
三
ろ
が
、

H
H
南

海
岸
り
に
は
、
ご
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

通

η
す
が
り
の
県
民
が
、
黙
っ
て
給

っ
て
い
く
か
ら

C
す。

宮
崎
県
の
観
光
許
源
は
、
ヲ
」
の
よ

ー
に
人
の
心
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、

価
値
観
を
変
え
れ
ば
、
ど
ん
な
も
の

で
も
観
光
資
源
に
な
る
の
で
す
。

昭
和
一
-
十
青
年
、
宮
崎
県
に
つ
一
つ
の
町

が
合
併
し
て
日
市
市
が
誕
生
し
ま
し
た
り

そ
し
て
、
古
レ
海
岸
献
の
街
道
が

J
U

出
海
岸
υ

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
宍

h
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
あ
る
新
聞
社

が
「
日
本
観
光
地
百
選
」
を
企
画
し
、

読
者
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
人
気
投
票
を
行

け
ま
し
た
c

そ
し
て
県
の
関
係
者
グ
、

な
ん
と
、
百
二
十
一
万
枚
の
ハ
ガ
キ
在

送
り
込
ん
だ
の
で
す
。

た
ち
ま
九
人
気
投
票
の
上
位
に
躍
り

出
で
、
何
も
な
い
海
岸
縦
に
観
光
客
が

煎
え
山
し
ま
し
た
。

ザ
関
龍

次
代
を
に
会
一
〕
子
供
/
f
J

い
夢
レ
七
希

有
与
え
る
た
め
、
刊
川
ハ
幼
児
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す

一
日
時
一
千
山
-
年
九
日
一

-
l
ぃ、

U

に
l

ム

U
L
K
J

、、Ll
一
h
j

h
1
、円

fノ

H

ノ

;

!

日

一
場
所
一
町
民
運
州
場
一
川
だ
時
は
長

小
体
育
館
〆

一
対
象
}
よ
威
川
し
仁
川
山
一
川
川
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(和岸本印刷

ぷ。商勿乙
ヨ;;業子襲
〈拙幼
タ三iψ必

l唱簾j
募契ラタ
集且

印刷

通
商
産
業
省
で
は
商
業
統
計
調
査
の

実
施
を
全
国
の
商
屈
の
方
々
に
わ
知
ら

せ
す
る
た
め
の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

一
作
品
の
内
容
}
作
品
は
、
調
査
の
対

象
と
な
る
商
庖
(
卸
売
業
、
小
売
業
)

が
商
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

平成 2年8月10日発行平成2年8月号

内

一

応

募

資

格

]

十

八

歳

以

干

上

、

二

十

五

歳

未

満

町

一

給

与

一

初

任

給

(

十

千
二
万
一
千
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当

町
(
年
三
回
一
合
計
五
・
一
か
月
分
)
の

日
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件

等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

広報 ながはま

め
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
内
容
の
も

の
で
、
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

{
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
一
用
紙
の
大
き
さ

縦
印
叩
、
横
山
叫
叩
で
縦
長
に
使
用
。
使

用
す
る
色
は
四
色
以
内
(
白
は
一
色
と

数
え
ま
せ
ん
)
。
図
案
に
は
「
通
商
産
業

省
」
「
商
業
統
計
調
査
」
「
平
成
三
年
七

月
一
日
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
、
写
真

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ポ
ス
タ

ー
の
裏
面
に
は
「
住
所
、
氏
名
、
職
業

(
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
)
」
を

必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
}
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時

一
百
日
(
四
十
五
万
六
千
三
百
円
)
~

一
任
期
(
三
年
・
海
上
、
航
空
)
満
ザ

了
時
一
百
五
十
日
分
(
七
十
一
万
一
↓
吋

千
円
)
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
告

に
、
二
百
日
分

l
七

十

五

日

分

吋

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
ザ

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
倉
山
|
~

4
1
2
3
)
ま

で

。

出

{
応
募
期
醒
一
平
成
二
年
九
月
十
日
ま

で
(
当
日
消
印
有
効
)

(
入
選
者
の
発
表
及
び
賞
状
)
最
優
秀

賞
一
名
、
通
商
産
業
大
臣
賞
(
十
万
円
)

優
秀
賞
二
名
、
調
査
統
計
部
長
賞
状
(
三

万
円
)
・
優
良
賞
若
干
名
、
調
査
統
計

部
長
賞
状
(
記
念
品
)

応
募
先
及
び
詳
し
く
は
一

T
m松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四
二
愛
媛
県
調
整

振
興
部
統
計
情
報
課
(
宮

O
八
九
九
|

四
一
|
一
一
一
一
こ
ま
で
。

ψ 

|語

下
須
戒

下
須
戒

下
須
戒

下
須
戒

須

沢

豊

茂
長

浜

沖

浦

下
須
戒

沖

浦

久嘉 雅信和和健
雄範守勲勇登彦男男一

長

女

亜

呼

三

女

梓

長

男

司

二

男

千

尋

長

女

歩

惟

長

男

直

人

二

女

瑞

枝

三

男

優

人

長
女
美
香
子

二

男

健

司

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

ヘ

長

浜

岩

城

清

隆

(

二

六

)

/
大
洲
市
山
口
ゆ
か
り
(
二
六
)

ヘ

沖

浦

臼

淵

生

雄

(

二

三

)

/

八

幡

県

市

楊

春

美

(

一

二

二

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

下

須

戒

中

川

勝

巳

長

女

裕

美

子

演久武尾西田大太太上
江 保 田 崎 村 中 回 国 田田

お
く
や
み

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

漬

川

コ

モ

卜

(

八

四

)

柴

岡

崎

義

鷹

(

七

七

)

仁

久

村

橋

恵

美

子

(

五

一

二

)

ド

須

戒

山

下

ハ

ッ

チ

(

六

七

)

今

坊

峯

田

フ

キ

ノ

(

八

六

)

白

滝

久

保

サ

カ

ヱ

(

八

四

)

上

老

松

成

田

藤

衛

(

八

八

)

穂

積

久

保

善

吉

(

六

七

)

白

滝

別

宮

チ

サ

コ

(

八

五

)

柴

窪

元

雄

(

八

二

沖

浦

明

智

シ

ゲ

ヲ

(

九

二

黒

問

中

野

粂

蔵

(

八

-

一

)

8月(旧暦 7月)は一年中

で最も楽しい行事が集中する

とき。 7日の七夕 祭 り を 皮 切
うら"人

りに、水祭、孟蘭盆薮入りと

続き、出石寺の四万六千日、

日参の詣り上げの赤家日そして

俗にウラ盆と称せられる二十

四日 の 地 蔵 盆 で 行事のラウン

ドが車冬了する 0 411.この間人々

は仕事を休みご馳走を食べ、

盆踊やお言旨りに老若男女こぞ

って楽しみを満喫する。盆と

正月が一緒に来た ようなとい

う形容があるが正月の芽出た

さを祝うのにくらべ読を中心

にした夏ーの行事にははるかに

動的でスケ ルの大きい喜こ

びと楽しさが溢つどいる。

A と こ ろ で こ れ ら一連の行事

について共通的にいえること

は正月でもそうであるがしミず

れも宗教的色彩に彩られてい

ることである。日本の古来か

らの民俗行事はす べて宗教行

事といってもよいのである。

人聞は物心のつかぬ前からこ

のような宗教的情操の雰同気

の中でい育ち知らず、知らずの聞

に道徳基盤がだfわれたものと

忠われる。近代の風 潮 こ の よ

う な宗教的色彩を 故意に放棄

してしまあうとするかに見え

る。心のより所のない行事や

営みで村あ、こし町あこしは果

して成果が得られ るものかど

うか。

ゑ
考

長
選
麗

ゑ
後
努

一
一
一
輔
集
後
記
璽

今
年
は
、
例
年
に
な
く
雨
が
少
な
く

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

ど
う
お
過
ご
し
で
す
か
ワ

夏
の
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
に
は
、
海
水
浴
と
素
直

に
考
え
る
私
は
ま
っ
黒
に
日
焼
け
し

じ
で
す
。

て
、
見
か
け
は
健
康
そ
の
も
の
っ
て
感

(
ほ
ん
と
う
は
、
連
日
の
取

材
で
パ
テ
気
味
な
ん
で
す
が
:
・
:
・
。

皆
さ
ん
も
、
素
直
に
海
水
浴
を
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
:
・

4

つ
一
も
ち
ろ
ん

す
ば
ら
し
い
長
浜
の
海
で
1

と
こ
ろ
で
、
来
月
十
二
日
に
は
、
町

長
選
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
ぞ

っ
て
投
票
し
、
明
日
の
長
浜
を
ま
か
せ

る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

数帯世口人

し、

人口をふやしましょう

6月末現在 白可月と σ〉上七車交

11 ，390人 12人減

人 口 (男 5.367人) ( 男 吋 )
女 6，023人 女 6人減

世帯数 3，723世帯 増 j戚なし


